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10月10日体育の日，勝浦

町では 「あるけあるけ大会」

が開催され，山や川の自然

を楽しみました。

野山が色づき，最も美し

い季節です。運動ぐつには

きかえ，自然とふれあって

みてはいかがですかっ� 

道中のポイン卜に置かれたクイズを解きながら，

あるけあるけ大会を楽 しみました。� 

(世帯数)2，062戸 ( 554人女3，� 381人� (平成7年9月末日現在)人口)男3，� 827人計7，⑨⑧⑨ 
(出生)男O 女� 1計苑亡)男O 女2 計2 転入)男4 女4 計8 転出)男5 女9 計14

広報かつうら� 月号第305号平成7年 月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2-2511 (代)FAX2-3028
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昌寺診簡鴎簡易
特別養護老人ホーム

喜楽苑訪問ノ

十
月
十
四
日 

ω、
数
々

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

さ
れ
た
橋
本
聖
子
参
議
院

議
員
が
釆
県
さ
れ
た
折
、

勝
浦
町
の
特
別
養
護
老
人

ホ 
l
ム
喜
楽
苑
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

毎
日
が
忙
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
活
動
さ
れ
て
い
る

合
聞
に
喜
楽
苑
を
訪
れ
、
体
が
弱
か

っ
た
子
供
時
代
の

話
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
に
生
ま
れ
、
「
聖
火
」
か

ら
名
前
が
「
聖
子
」
と
な

っ
た
こ
と
、
同
じ
病
気
の
仲

間
か
ら
の
励
ま
し
の
手
紙
、
政
治
家
と
し
て
の
活
動

の
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
在
苑
者
を
勇
気
づ
け

ら
れ
、
ま
た
施
設
を
見
学
し
な
が
ら
、
全
員
に
親
し
く

言
葉
を
交
さ
れ
ま
し
た
。

公
務
な
ど
で
大
変
ご
多
忙
な
橋
本
参
議
院
議
員
の
、

こ
の
喜
楽
苑
訪
問
に
対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
「
多
く
の
町
村
に
こ
う
い

っ
た
施
設
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
政
治

家
と
し
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
上
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

わがまち“勝浦市より良きまちに
「町民憲章」策定にこ意見を/

加を願い，広く様々なご意見を反映させたいと考えています。

「勝浦町町民憲章策定委員会」参加を希望される方� r町民

憲章」策定についてのご意見，ご要望の受付を次のとおり行

いますので，町民の皆様の申込み，ご意見をお待ちしています。

ただし委員会への参加は，希望者多数の場合抽選にて決定

させていただきます。� 

女「勝浦町町民憲章策定委員会」参加希望

勝浦町では� r住んでよく訪れて良いまち一阿波勝浦」 -申込み締切日 平成7年 月22日同

の建設を目指し，様々な施策に取り組んで、います。 ・申込み先 勝浦町総務課

町制40周年という節目の年にあたり，将来の勝浦町 ・申込み方法 申込書による(総務課にあります)

が「住む人にと って豊かでうるおいのある，訪れる人

にと って印象深い感動を残すまち」となることを町民
女「町民憲章」についてのご意見，ご要望の受付

一人ひとりの目標とするため，勝浦町では「町民憲章」 -受け付け締切日 平成 7年11月22日同

を策定することになりました。 ・受け付け先�  勝浦町総務課

このため勝浦町では，町民の皆様のご意見を参考に *r町民憲章」とは

するとともに� r勝浦町町民憲章策定委員会」を編成し そのまちの理想，目標を達成するための町民全て

策定にあたります。この委員会に町民の皆様からの参 が守るべき原則的な定め

MUS04
テキストボックス
橋本聖子参議院議員　特別養護老人ホーム　喜楽苑訪問
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仁
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勝
浦
郡
人
権
啓
発

講
演
会

人
権
啓
発
推
進
の
た
め
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
テ
レ

ビ
な
ど
で
活
躍
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
大
谷
昭
宏
さ
ん
で
す
。

多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
七
年
十
一
月
七
日
同

午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら

・
と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

-

内

容
講
師
大
谷
昭
宏
氏

演
題
「
み
ん
な
の
命

輝
く
た
め
に
」

全国大会(青森大会)に出場っ
て
、
あ
ま
り
に
多
く
の
求
人
数
に

専
門
学
校
も
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
う

れ
し
い
出
来
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

求
人
案
内
の
内
訳
は
、
医
療
法
人

等
か
ら
の
求
人
が
約
8
割
、
自
治
体

か
ら
の
求
人
が
約
2
割
で
、
県
内
・

県
外
別
で
は
、
県
内
の
求
人
が
約
ロ

パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
が
県
外
か
ら
の

求
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

就
職
の
条
件
も
よ
く
、
給
与
は
初

任
給
で
約
二
十
四
万
円
程
度
が
平
均

的
で
あ
り
、
最
高
は
三
十
万
円
を
超

え
る
求
人
案
内
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

平
成
七
年
度
青
年
建
築
士
の
集
い

中
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
が
、
今
年
六
月
徳

島
市
に
・
お
い
て
開
催
さ
れ
、
徳
島
県

建
築
士
会
小
松
島
勝
浦
支
部
が
第
二

分
科
会
で
「
士
会
と
遊
具
と
地
域
と

子
供
た
ち
」
を
テ 
l
マ
と
し
た
発
表

を
行
い
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。こ

の
メ

ン
バ
ー
に
今
山
の
山
路
日

出
男
さ
ん
が
参
加
し
、
九
月
に
行
な

わ
れ
た
全
国
大
会 

(青
森
大
会
)
に

出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
惜
し
く
も
入
賞
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
夢

の
あ
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
ご
期
待
し
ま
す
。 

i理学療法士� !

謝
し
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ

こ
の
た
び
地
方
教
育
行
政
に
お
い

て
、
そ
の
功
労
が
特
に
顕
著
な
教
育

長
と
し
て
平
山
麓
さ
ん
が
、
文
部
大

臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
勝
浦
町
教
育
長
に

就
任
以
来

・
国
際
化
時
代
に
対
応
す

る
教
育
・
社
会
総
合
大
学
の
充
実

・

文
教
施
設
の
整
備

・
人
権
意
識
の
高

揚
・
体
育
、
文
化
の
振
興
等
町
民
の

教
育
と
文
化
の
発
展
に
献
身
的
な
努

力
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
栄

え
あ
る
文
部
大
臣
表
彰
を
授
賞
さ
れ

ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
教
育
行
政
に
貢
献

さ
れ
た
平
山
麓
さ
ん
の
ご
労
苦
に
感

中
四
周
フ
ロ
ッ
ク
大
会
最
優
秀

徳
島
県
建
築
士
会
小
松
島
支
部

山
路
日
出
男
さ
ん
(今
山
)参
加

徳島医療福祉専門学校に全国の

医療機関から450の求人案内� 

ま
す
。

熱
心
に
求
人
票
を
調
べ
る
学
生
た
ち

徳
島
医
療
福
祉
専
門

学
校
が
平
成
五
年
四
月

に
開
校
し
て
以
来
、
早

く
も
二
年
と
半
年
を
迎

え
、
平
成
五
年
に
入
学

し
た
現
在
の
三
年
生
は
、

来
春
に
は
専
門
学
校
を

卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
卒
業
生
に
対
し

て
全
国
各
地
の
約
四
百

五
十
の
医
療
機
関
か
ら

求
人
案
内
が
あ
り
、
社

会
問
題
と
も
な
っ
て
い

る
就
職
難
の
な
か
に
あ

回

MUS04
テキストボックス
専門学校生に朗報

MUS04
テキストボックス
平山　麓教育長　文部大臣表彰受賞
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テキストボックス
中四国ブロック大会最優秀
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枝
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N
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リ劇 

て
剛
を
紹
介

d

第
十
回
県
婦
連
交
流
芸
能

大
会
に
参
加
し
て

女
性
会
会
長

坪
内
奈
津
子

徳
島
県
婦
人
団
体
連
合
会
で
は
、


昭
和
五
十
一
年
か
ら
文
化
行
事
の
一


っ
と
し
て
芸
能
大
会
を
開
催
し
て
い


ま
し
た
が
、
婦
人
会
の
和
を
深
め
る


4
出
演
者
全
員
集
合 
/

九
月
二
十
六
日
側
、
県
郷
土
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
第
十
回
県
婦
連
交

流
芸
能
大
会
に
勝
浦
町
の
女
性
会
も

参
加
し
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
面

白
お
か
し
く
寸
劇
で
紹
介
し
ま
し
た
。

の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。一

幕
目
は
「
あ

ゆ
祭
り
」
で
す
。
二
万
匹
の
あ
ゅ
の

つ
か
み
捕
り
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま

で
出
演
者
五
人
が
セ
リ
フ
を
考
え
て
、

小
道
具
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
作
り

持
ち
寄
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
あ
ゆ

を
食
べ
た
後
、
骨
だ
け
の
魚
が
出
て

く
る
仕
掛
け
な
ど
、
笑
い
を
誘
い
な

が
ら
舞
台
と
会
場
が
一
体
化
し
大
い

に
盛
り
上
り
ま
し
た
。

二
幕
目
は
「
み
か
ん
祭
り
」
で
す
。

ま
ち
の
基
幹
産
業
で
あ
る
み
か
ん
の

み
な
ら
ず
農
業
の
活
性
化
を
も
目
指

し
た
み
か
ん
祭
り
の
紹
介
を
、
み
か

ん
共
和
国
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

か
ら
始
ま
り
、
ク
イ
ズ
、
競
技
と
楽

し
く
表
現
し
、
最
後
は
会
場
へ
み
か

ん
を
投
げ
て
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

三
幕
目
は
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
。

十
二
単
衣
と
束
帯
を
つ
け
た
お
ひ
な

様
や
、

三
人
官
女
の
登
場
で
面
白
お

か
し
い
ひ
な
行
列
か
ら
ひ
な
段
、
ひ

な
市
を
た
く
み
に
説
明
し
、
会
場
か 

勝
浦
映
画
祭
パ


「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・

パ
ー
ク
」

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
「
交
流
芸

柑

能
大
会
」
と
な
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
舗

で
い
ま
す
。
勝
浦
町
も
毎
年
出
し
物
」

を
工
夫
し
て
参
加
し
て
お
り
、
今
年
い

は
「
勝
浦
へ
ょ
う
こ
そ
」
と
題
し
て
、
れ

勝
浦
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
寸
劇
で
紹
介
泣

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
三
十
二
番
目
。
ド
キ
ド
キ
イ

十
一
月
二
十
二
日
同
午
後
七
時
二
十
分
か
ら

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〉
モ
ン
ド 
(リ
チ
ャ
  

〉 

)
老
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
コ

ス
タ
リ
  

}
カ
に
買
っ
た
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
島
の
視
  

~
の
化
石
が
勝
浦
町
で
発
見
さ
れ
ま
し

(
た
。

ム

今
回
の
映
画
は
、
そ
れ
ら
絶
滅
し

一
た
は
ず
の
恐
竜
が
、
最
新
の
バ
イ
オ

~
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
現
代
に
匙

…

っ
て
、
恐
竜
版
テ 

マ
・パ 

ク
「
ジ 

♂

ユ
ラ
シ
ッ
ク

・
パ 

ク
」
を
舞
台
に
、

一
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
間
た
ち
と
恐
怖

~
の
サ
パ
イ
パ
ル
を
繰
り
広
げ
ま
す
。 

(

一
昨
年
劇
場
公
開
さ
れ
た
の
で
、

の
見
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

一
も
う

一
度
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
で 

~
恐
竜
た
ち
に
会

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一 

(あ
ら
す
じ 
)

ハ
モ
ン
ド
財
団
の
援
助
を
受
け
て
恐
竜

l l

l

l

ド
・
ア 

テ
ン
ボ
ロ

l

y

l

.
パ
ー
ク 

)
の
化
石
の
発
掘
調
査
を
続
け
る
古
生
物
学

)
者
の
グ
ラ
ン
ト
博
士 

(サ
ム

・
ニ 

ル
)

い
は
、
あ
る
日
財
団
の
創
立
者
ジ
ョ
ン

・ハ

・
お
り
見
学
し
終
わ
る
と
、

台
の
車
に
分
乗
し
て
圏
内
ツ
ア 

た。
f

l

)
察
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
よ
う
強
引
に
要
請

)
さ
れ
る
。
し
ぶ
る
グ
ラ
ン
ト
博
士
に
さ
ら

〉
な
る
資
金
援
助
が
約
束
さ
れ
て
、
彼
は
助

・
サ
ト
ラ 

(
ロ
ー
ラ 

ン
)
と
と
も
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

l

博
士

l

-

)
た
。
ツ
ア
ー
に
は
他
に
も
数
学
者
の
イ
ア

)

ン
・
マ
ル
カ
ム
博
士

(ジェ

フ
・
ゴ
|
ル

〉
ド
プ
ラ
ム
)
、
ハ
モ
ン
ド
の
顧
問
弁
護
士
ド 

テ
ィ

ン
-

l

ナ
ル
ド
・

ジ
ェ

ナ
|
ロ 

(
マ 

フ
ェ
レ
ロ
)、
シ
ス
テ
ム

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

デ
ニ
ス

・
ネ
ド
リ 
l
、
そ
れ
に
ハ
モ

ン
ド

(字
幕

昨
年
四
月
、
四
国
で
初
め
て
恐
竜 

老
の
二
人
の
孫
、
テ
ィ
ム

(ジョ

セ
フ
・

マ
ゼ
ロ
)
と
レ 

ク
ス
(
ア
リ
ア
ナ

・
リ

チ
ヤ
|
ズ 
)
が
招
か
れ
て
い
た
。

軽
い
気
持
ち
で
や

って
来
た
グ
ラ
ン
ト

y

¥)  

、』〆

回

だ
っ
た
が
、
篤
く
べ
き
こ
と
に
、
到
着
し

た
一
行
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
生
き
て

ら
や
ん
や
の
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
「
恐
竜
の
里
」
を

紹
介
。
十
五
人
が
舞
台
狭
し
と
「
恐

竜
は
生
き
て
い
る
」
を
賑
や
か
に
踊

り
、
幕
が
下
り
る
と
会
場
は
、
大
き

な
拍
手
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。

少
な
い
練
習
時
間
と
思
え
な
い
程

の
舞
台
度
胸
は
、
愛
す
る
郷
土
勝
浦

町
を
紹
介
し
た
い
と
い
う

一
生
懸
命

さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
?
役
員
さ
ん
た

ち
は
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
役
を
演
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

出
演
者
の
方
々

の
地
域
づ
く
り
へ

の
熱
い
思
い
が
、
会
場
を
沸
か
し
盛

り
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
。
交
流
入
口

の
増
加
を
願

っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介

し
た
目
的
は
、
万
雷
の
拍
手
を
い
た

だ
い
た
こ
と
で
達
せ
ら
れ
た
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

楽
し
い
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
こ
と
に
、
出
演
者
皆
様

に
心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
る
恐
竜
だ

っ
た
/

こ
の
リ
ゾ
ー
ト
地

は
、
恐
竜
マ
ニ
ア
の
ハ
モ
ン
ド
老
が
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
恐
竜
を
匙

ら
せ
、
サ
フ
ァ
リ

・
パ
!
ク
の
よ
う
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
し
た
奇
跡
の
テ 

マ 

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

・
パ
ー
ク 

J

u 

リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
・
・・
科
学
の
カ
で
様
々
な
恐

竜
を
生
み
出
し
、
ハ
モ

ン
ド
老
は
大
儲
け

を
企
ん
で
い
た
の
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
制
御
さ
れ
た
島
の
様

子
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ム
で
ひ
と
と

(恐
竜
王
国
)
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
、
デ
ィ
オ
ロ
フ
ォ
サ
ウ
ル
ス
、
卜

エ
リ
ア
ご
と
に
現
れ
る
未
知
の
恐
竜
の

生
態
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
島
の

最
南
端
に
近
づ
い
た
時
、
突
然
雷
雨
が
起

こ
っ
た
。
電
子
制
御
さ
れ
た
車
の
中
で
立

ち
往
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
ら
の
前
に
、

肉
食
恐
竜
で
最
も
狩
猛
と
言
わ
れ
る
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
・
レ
ッ

ク
ス
が
現
れ
た
。

完
壁
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
は
ず

の
シ
ス
テ
ム
が
、
実
は
何
者
か
の
手
に
よ

つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
凄
ま
じ
い
サ

パ
イ
パ
ル
・
ゲ 

ム
の
中
に
、
人
々
は
否

応
な
く
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

l

っ
て
破
綻
し
て
い
た
の
だ
。
恐
竜
は
突
然

人
間
た
ち
に
襲
い
か
か

っ
た
。
い
ま
だ
か

一行
は
早
速
二

に
出
か 

ス
ー
パ
ー
) 

l

MUS04
テキストボックス
女性会　寸劇　で町を紹介
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10/10体育の日

窃否けお~け夫会
干火の気配が漂いはじめた 10月10

日ω-恒例の「あるけあるけ大会」

が，横瀬橋，勝浦発電所.秋葉山

公園，前川キャンプ場まで勝浦日|

の清流を眼下に男降すコτスで行

われました。 ノ

チェ ックポイントに道中クイズ

を組み合わせ。町内外からが参加 l

ワイワイと楽しみながら歩いてい

ました。

終点の前川キャンプ場では，昼

食やQxクイズなどのゲームを楽
届¥}ユ。 f『¥ 

4 ち ょっと ιfニv~'炉 

③ゆ中③ψψψψ。ψか~。ψ。。。ψψ。③かw-ψ。+。争。~ψ⑮。~。ψψ。。。③申。⑮⑮かかシ⑤。。。ψ。ψ。~。ψ。。匂やゆ-w-。令。。ψ。ゃ。⑮争③令。ψ。~③。~か⑮事シ~。⑤ 

(ヘ

・ .

しみ.心地よい疲労感につつまれ

ながら。 楽しい一日を過ごしまし

た。 4前川キャンプ場の河原でゲームを楽しむ参加者 

「
第
四
回
勝
浦
み
か
ん
祭
り
」

昧
覚
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
勝

浦
町
特
産
の
み
か
ん
の
宣
伝
・
販
路

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
み
か
ん
狩
り

シ
ー
ズ
ン
ま

っ
た
だ
中

「第
四
回
勝

浦
み
か
ん
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
、
場
所

十
一
月
二
十
三
日
(
木
曜
日
)

勤
労
感
謝
の
日

午
前
十
時

1
午
後
三
時

星
谷
運
動
公
園

-
主
な
イ
ベ
ン
ト

共
和
国
大
統
領
選
出

み
か
ん
か
た
ぎ
競
争


.
み
か
ん
早
喰
い
競
争


-
み
か
ん
満
載
の
車
が
当
る
ス

ー

パ
ー
み
か
ん
ク
イ
ズ

-
一
万
個
の
宝
投
げ
大
会 

h
F

今
年
の
み
か
ん
共
和
国
の
大
統
領
は
だ
れ
に
な
る
か
な
っ

昨
年
は
か
わ
い
い
女
の
子
で
し
た
。

・
自
転
車
安
全
運
転
走
行
競
技

-
地
震
体
感
車
実
演

実
際
の
地
震
の
状
況
が
体
感
で

き
ま
す
。

-
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行

ク
ラ
ブ
員
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
、

シ
ン
グ
ル
カ
イ
ト
飛
行

自
分
で
作

っ
た
シ
ン
グ
ル
カ
イ
ト

の
飛
行
が
で
き
る
他
、
指
導
者
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
の
飛
行
も
あ
り

ま
す
。 

-
恐
竜
登
場

秋
空
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

町
の
特
産
品
、
手
作
り
品
、
加
工

品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

秋
空
の
も
と
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト

で
楽
し
い
一
日
を
過
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

主
催

勝
浦
町
み
か
ん
祭
り
実
行
委

ロ貝ム一品

代

表

坪

井

一

事
務
局 

八
八
五
四

二
三
一
九
)

(
m
O

l
二
|

固

MUS04
テキストボックス
秋空にみかんと恐竜の祭典

MUS04
スタンプ



冷
た


日


で

も
、

\~ 

固

「
紗
織
、
今
度
の
運
動
会
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
見
に
来
る
っ
て
よ
己

中
学
校
生
活
、
最
後
の
運
動
会
を

控
え
た
あ
る
日
、
母
が
私
に
そ
う
言

い
ま
し
た
。
私
は
思
わ
ず
声
を
あ
げ

て
喜
び
ま
し
た
。
な
ぜ
私
が
そ
ん
な

に
喜
ぶ
の
か
と
い
う
と
、
私
の
祖
父

は
持
病
が
悪
化
し
て
、
半
年
ほ
ど
前

か
ら

「身
体
障
害
者
」
と
な
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
そ
の
祖
父
は
今
、
車

い
す
の
生
活
を
続
け
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
外
出
で
き
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

九
月
の
十
八
日
、
運
動
会
当
日
。
祖

父
は
つ
い
こ
の
前
の
敬
老
の
日
に
、

私
と
妹
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
帽
子
を

か
ぶ
り
、
車
い
す
に
乗

っ
て
、
祖
母

と

一
緒
に
や

っ
て
来
ま
し
た
。

私
の
出
る
種
目
の

一
つ
ひ
と
つ
を
、

う
れ
し
そ
う
に
見
て
い
る
祖
父
の
姿

が
見
え
る
た
び
、
私
は
、
祖
父
が
見

に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

お
畳
休
み
の
時
、
家
族
み
ん
な
で
、

お
弁
当
を
食
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
途
中
で
、
祖
父
が
ト
イ
レ
に
行
き

た
い
と
い
い
だ
し
た
の
で
、
私
は
、

校
内
に
車
い
す
用
の
ト
イ
レ
が
あ
る

の
を
思
い
出
し
て
、
祖
父
を
案
内
し

ま
し
た
。
祖
父
の
車
い
す
を
お
す
と
、

大
人
の
人
が
乗
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
軽
く
、
子
供
の
私
に
も
簡

単
に
お
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な

ん
だ
か
私
に
は
、
か
え
っ
て
そ
れ
が

辛
く
感
じ
ら
れ
、
私
は
、
ま
だ
一
緒

に
遊
ん
で
く
れ
た
こ
ろ
の
元
気
な
祖
父

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

校
舎
の
玄
関
ま
で
来
た
も
の
の
、

そ
こ
は
階
段
の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、

車
い
す
で
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
祖
父
と
私
は
、
し
か
た
な

く
中
ま
で
歩
い
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
で
も
玄
関
か
ら
ト
イ
レ
ま
で

が
と
て
も
遠
く
、
や

っ
と
ト
イ
レ
に

着
い
た
時
は
、
祖
父
も
疲
れ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
ト
イ
レ
は
、
ふ
だ

ん
使
う
人
が
い
な
い
た
め
鍵
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
急
い
で
職
員

室
へ
行

っ
て
先
生
に
ト
イ
レ
を
開
け

て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
閉
め
き

っ
て
い
る
た
め

開
け
方
が
わ
か
ら
ず
、
結
局
祖
父
は

他
の
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。後

で
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
あ
の

ト
イ
レ
は
使
う
人
が
い
な
い
の
で
、

物
置
に
な

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
私

は
そ
の
「
ト
イ
レ
を
物
置
き
に
使
う
」

と
い
う
無
神
経
さ
に
腹
が
立
ち
ま
し

た
。
せ

っ
か
く
す
ば
ら
し
い
施
設
を

作

っ
て
も
、
そ
れ
を
物
置
き
に
す
る

よ
う
で
は
、
見
せ
か
け
の
社
会
福
祉

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
物
置
き
が
少

な
か

っ
た
か
ら
と
い
う
の
は
、
体
に

不
自
由
の
な
い
人
の
勝
手
な
言

い
訳

で
す
。

私
は
、
祖
父
を
き
づ
か
い
な
が
ら
、

祖
父
を
車
い
す
に
の
せ
て
別
の
ト
イ

レ
に
向
か

っ
て
車
い
す
を
お
し
て
行

き
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
私
は
も
う

ひ
と
つ
、
い
や
な
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

周
り
の
人
た
ち
が
み
ん
な
、
チ
ラ

チ
ラ
と
私
た
ち
を
見
て
い
る
の
で
す
。

私
は
そ
の
時
い
や
な
気
持
ち
に
な
る

と
同
時
に
、
今
ま
で
自
分
が
、
体
に

障
害
を
も

っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
し

て
き
た
こ
と
の
間
違
い
に
気
づ
き
ま

し
た
。
私
は
今
ま
で
、
体
の
不
自
由

な
人
を
見
る
た
び
「
可
衷
相
だ
」
と

か
「
大
変
だ
な
」
と
い
う
目
で
、
そ

の
人
た
ち
を
見
て
い
ま
し
た
。
で
も

私
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
無
意
識
の

う
ち
に
、
そ
の
人
た
ち
を
見
下
し
て

い
た
の
で
す
。
今
、
祖
父
と
私
を
見

て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
ん
な
ふ
う
に

私
た
ち
を
哀
れ
む
よ
う
な
目
で
見
て

い
ま
す
。
け
れ
ど
そ
れ
は
今
の
私
か

ら
見
れ
ば
、
完
全
に
冷
た
い
も
の
で

‘し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
は
じ
め
て
祖
父
の
、
そ
し

て
体
の
不
自
由
な
人
の
瞳
を
通
し
て

見
る
、
周
囲
の
視
線
を
感
じ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

「
福
祉
施
設
を
造
る
」
そ
れ
も
確
か

に
体
の
不
自
由
な
人
々
が
暮
ら
す
た

め
に
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
な
ら
施

設
が
整
え
ば
そ
れ
で
十
分
か
と
い
う

と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
が
感
じ
た
幾
つ
も
の
冷
た
い

目
を
、
温
か
い
瞳
に
変
え
る
こ
と
の

方
が
、
私
に
は
大
事
な
こ
と
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

い
く
ら
施
設
が
整

っ
て
い
て
も
、
い
く
ら
周
囲
の
人
が

体
の
不
自
由
な
人
に
親
切
に
し
て
も
、

そ
れ
が
同
情
や
哀
れ
み
の
気
持
ち
の

表
れ
な
ら
、
そ
れ
は
「
冷
た
い
目
」

に
な

っ
て
、
相
手
の
心
に
届
き
ま
す
。

本
当
に
心
の
真
正
面
か
ら
相
手
と

向
き
合

っ
て
く
だ
さ
い
。

同
情
や
哀
れ
み
か
ら
く
る
親
切
な

行
動
は
、
体
に
不
自
由
の
な
い
人
の

自
己
満
足
で
し
か
な
い
の
で
す
。
体

の
不
自
由
な
人
は
、
そ
ん
な
ち

っ
ぽ

け
な
物
な
ど
望
ん
で
な
ど
い
ま
せ
ん
。

今
、
い
ろ
ん
な
所
で
、
体
の
不
自

由
な
人
の
た
め
の
福
祉
施
設
が
で
き

て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
私
た
ち
は
、
体
の

不
自
由
な
人
々
に
対
す
る
同
情
の
心

を
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

い
つ
か
私
が
祖
父
を
車
椅
子
に
の

せ
て
外
に
出
か
け
た
と
し
て
も
、
周

り
の
人
が
「
冷
た
い
目
」
で
な
く
、

「
温
か
い
目
」
で
声
を
か
け
て
く
れ

る
よ
う
、
私
自
身
少
し
ず
つ
心
の
勉

強
を
し
、
「
温
か
い
目
」
の
人
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
分
の
周

り
の
人
た
ち

へ
広
げ
る
努
力
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ク
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ
冷たい目
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Jj麟義属() 

期日� 11
~\ 

き
ょ
弓
ノ
り
ゅ
う
〆 

-
一
般
書

11
 

け
ん
ち
ゃ
ん
と
ト
シ
せ
ん
せ
い

未
来
か
ら
き
た
カ
メ
と

遠
い
風
の
中
で

被
災
地
の
動
物
を
す
く
え 
/ 

な
ん
と
か
な
る
っ
て
/

家
も
学
校
も
焼
け
て
し
ま
っ
た

以
内
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

尾
瀬
を
ま
も
る
人
び
と
・
・
・
長
蔵
小

月22日から29日まで f 灯火親しむ折、ちょっと� i 
j足をお運びし、ただき、お気� j 

美術作品(絵画書道写真彫刻〉 ff 軽にご鑑賞ください。 ~I 
が、生活文化課のご協力により、図書館� 

2階視聴覚室を中心に館内において展示

O

-Rl

O O O
ア
ド
リ
ア
海
の
奇
跡

O O O O O

新

刊

書

案

内

読
書
感
想
画

中
央
コ
ン
ク
ー
ル
指
定
図
書

町
内
小
学
校
は
、
夏
の
読
書
感
想

-R -R



・
悶
ん
阜
里
室
田

小
学
校
高
学
年
の
部

各
五
冊

。
て
り
ふ
り
山
の
染
め
も
の
や 

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
続
い
て
、
冬
休
み

は
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
図

書
館
で
は
指
定
図
書
を
各
五
冊
づ
っ

購
入
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
た
く
さ
ん
の
児
童
に
ご
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
指
定
図
書
に

限
り
一
人
三
冊
以
内
、
期
間
は
五
日

中
学
校
高
等
学
校
の
部

各
一
冊

。
お
れ
ふ
あ
ん
と
に
っ
ぽ
ん
左
衛
門

少
年
記 

:・

ftます。� 

。
ヶ 

¥J 


屋
の
三
代

F内|� 

7
日

6
日
・日
日 

j期日� 11

-R



r、v 

-m日
-m

寛
之

流
さ
れ
ゆ
く
日
々
五
木

わ
が
人
生
の
時
の
会
話

妻

の

恋

内

館

牧

子
石
原
慎
太
郎

我
が
愛
し
の
フ
ァ
ウ
ス
ト

星

の

町

森

村

誠

一
赤

川

次

郎

ク
リ
ム
ゾ
ン

・
タ
イ
ド

リ
チ
ヤ
ー
ド
・
へ
ン
リ
ッ
ク

他

あ
る
学
童
疎
開
も
の
が
た
り 

小
学
校
低
学
年
の
部

ぼ
く
は
王
さ
ま
全
集

ら
く
だ
い
に
ん
ピ
ゃ
ら
ん
た
ろ
う

シ
リ
ー
ズ

小
さ
な
お
ば
け
シ
リ
ー
ズ

こ
ど
も
世
界
名
作
童
話
全 

ω巻
他

図
書
館
行
事
と
休
館
日 

4
勝
美
会

新
居
晋
氏
の
作
品

各
五
冊

キ
が
や
け
た
ら
、
ね

ぼ
く
が
一
ば
ん
つ
よ
い
ん
だ
ぞ
/
-

-R

i
m
日

食
土
曜
子
ど
も
映
画
会

-R
女
休
館
日 

勝
美
展

日
月
刊
日
ま
で

徳
島
県
秀
作
巡
回
美
術
展

日
月
幻
日

勝
美
展
・
美
術
展
の
た
め
今
月

中
止
し
ま
す
。

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

月10日まで� j 
tt 勝浦町亘例の勝美展を図� j'l 
j書館� 2階視聴覚室で開催し� ~:! 
I:t ます。出品30点余り、いず� j 
fれも勝浦町ゆからの人々に� i 
jよる育緒深い作品で、きつ� t! 
lと見る人々に深い感銘を投� j'l
iげかけてくれるものと思い� j 

されます。いずれも価値ある力作ぞろい

です。

優れた作晶ほど人の心に潤いとやすら

ぎを与えてくれるものはありません。ど

うぞごゆっくりと鑑賞してください。� 

日
・
幻
日
・初
日

回

MUS04
テキストボックス
徳島県秀作巡回美術展

MUS04
テキストボックス
勝美展　図書館だより

MUS04
スタンプ



d、、

国

橋脚通の年
かつて

ジヨ~・シグ&ウオ戸

責だれでも気軽に参加できます。

参加方法はとても簡単。� 1998kmを4つのステップに分

け� 1日にジョギング&ウォーキングした距離を記録カ

ードに記入するだけです。

責期問 平成7年10月10日伏)から平成10年12月末日まで

責参加資格 県内に在住の方ならどなたでも。� 

貴500kmごとに記念品をプレゼン卜

チャレンジ@の記録カードは，勝浦町教育委員会でお

渡しします。� 

1ステップ� (500km) を完走するごとに，記録カードを

チャレンジ徳島推進協議会事務局(〒770徳島市かちど

き橋� 1丁目41 徳島県林業センタ-4 F T E L 0886-

21-3087)まで提出してください。引き替えに次のステ

ップの記録カードと，各ステップごとの記念品を進呈し

ます。

女チャレンジo(500km)=すだちくんスポーツソックス

食チャレンジ8 (500km)=すだちくんスポーツタオル

*チャレンジ8 (500km)=すだちくんTシャツ

*チャレンジo(498km)=すだちくんポロシャツ

一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)
春
に
明
石

海
峡
大
橋
が
開
通
予
定
で
あ
り
、
本
県
は

四
国
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県

民
の
開
通
意
識
を
更
に
高
め
、
活
動
や
誇

り
を
生
み
出
す
原
動
力
で
あ
る
健
康
な
体

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ア
ン
ド
ウ
オ

ー
ク
運
動
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
ス
ボ
・
レ
ク
祭
郡
予
選

九
月
二
十
五
日
、
勝
浦
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
徳
島
県
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭
の
軟
式

野
球
郡
予
選
が
、
勝
浦
町
代
表
球
友
ク

ラ
ブ
と
上
勝
町
代
表
と
の
聞
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

初
回
に
三
点
を
先
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
三
回
に
同
点
に
追
い
つ
き
、
さ

ら
に
五
回
に
四
点
、
六
回
に

一
点
を

加
点
し
て
、
八
対
三
で
逆
転
勝
利
を

お
さ
め
ま
し
た
。

球
友
ク
ラ
ブ
の
県
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

柔道新入生募集 

小学� 1年生より中学3年生ま

での男女を問いません。

柔道着貸与 します0

・申し込み先 町体協事務局� 

n2-251 1 
または高木n2-3790

まで

女少年野球*


第2回勝浦みかん大会

主催 みかん大会運営委員会

参加チーム 県下32チーム

日稿� 12月9・10・17日

(予備日23・24日)

会場 勝浦中学校・生比奈小学校・勝浦高校

生比奈クラプ・勝浦タイガース・坂本ファイターズ

が出場しますので，応媛よろしくお願いします。

MUS04
テキストボックス
明石海峡大橋開通の年に向かってジョギング＆ウォーク

MUS04
テキストボックス
あなたのチャレンジが、徳島の元気です。　1998　Challenge Run

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ノ

のとおり，俳句等文芸作品の展示に変更させていた

だきましたのでご了承ください。お忙しい時期で

すが，お繰合せいただいてぜひご鑑賞ください。

l
ト
掛
け
ら
る
コ
ン
バ
イ

平成� 7年11月11日比)-12日(日) 

U~'茶は午前 9 時~午後 4 時まで)

・開催場所 改善センターロビー及び相談室

・作品受付 (菊) 平成� 7年11月10日

(文芸作品) 平成 7 年11月 4 日 ~5 日

お電話いただきましたらお預りにうかがいます。

-開催日時 

2-3300)(TEL 

大天竜
燈黄の錦咲き大

沼品種。花弁の

質がよく，目立つ花。� 

募
の
中
か
ら
「
ゅ
う
き
の
里
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
面
で
も
、
公
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
牛
ふ
ん
な
ど
が
、

こ
の
施
設
に
よ
り
良
質
な
堆
肥
が
製
品
化
さ
れ
て
お
り
ま
す

符許製品ウエルグリーン使用有綴堆肥(糞尿処理;~1 

.' o λ~_ .J'一 也 ふ

-

俳

句

山
深
く
美
杉
峠
や
萩
の
花

く
た
び
れ
し
案
山
子
か
た
む
く
刈
田

か

な

坂

本

美

馬

直

枝

秋
澄
む
や
朝
出
の
野
良
に
深
呼
吸

坂

本

福

良

伴

二

病
む
命
名
月
に
融
け
終
り
な
し

美
術
展
ピ
カ
ソ
を
知
り
ぬ
母
と
来
て

坂

本

仙

才

清

名
月
や
竜
馬
の
像
の
目
が
輝
る

秋
澄
む
や
何
を
さ
さ
や
く
イ
ヤ
リ
ン

グ

坂

本

林

秋

雄

街
道
は
左
に
曲
り
秋
桜 

秋
澄
む
や
峠
の
茶
屋
に
ひ
と
休
み

坂

本

横

山

矩

仁

男

名
月
や
松
の
枝
ぶ
り
く
っ
き
り
と

コ
ス
モ
ス
に
固
ま
れ
で
あ
り
山
の
家

坂

本

大

亀

恵

一

秋
澄
み
し
空
に
機
影
の
き
ら
め
き
ぬ

コ
ス
モ
ス
を
揺
ら
し
バ
イ
ク
の
郵
便

夫

坂

本

池

谷

武

久

コ
ス
モ
ス
を
隔
て
隣
り
と
長
話

坂

本

新

居

雄

彦

一
輪
の
コ
ス
モ
ス
胸
に
下
校
の
子

秋
澄
む
や
尾
瀬
沼
わ
た
る
雲
の
影

坂

本

新

居

晋

大
夕
立
そ
っ
と
つ
れ
来
る
秋
の
風

乾
く
地
に
台
風
ほ
ど
よ
く
恵
む
雨

横

瀬

林

と

み

え

コ
ス
モ
ス
の
倒
れ
か
か
り
で
無
人
駅

車
窓
よ
り
釜
飯
二
つ
秋
の
旅

横

瀬

日

下

智

世

子

谷
水
も
こ
ぼ
さ
ず
流
れ
畑
に
撤
き

招
か
れ
て
喜
寿
の
友
々
笑
み
交
し

中

山

谷

尻

松

山

誘
わ
れ
し
月
ヶ
瀬
の
湯
の
冬
桜

奔
放
に
生
き
き
し
人
に
秋
の
風

生

名

倉

橋

テ

ル

打
ち
水
の
あ
と
に
蝶
来
て
土
匂
ふ

秋
晴
れ
て
煙
火
の
こ
だ
ま
西
東

生

名

滝

口

松

月

長
ら
え
て
世
相
き
び
し
く
秋
寂
し

穏
か
に
祭
太
鼓
で
里
豊
か

生

名

小

西

典

子

終
戦
日
涙
で
散
ら
す
憂
珠
沙
華

ミ
ン
蝉
の
声
も
激
し
く
峠
道

生

名

花

一
房
一
蕪

逝
く
秋
や
風
が
挫
い
し
独
り
言

鮎
落
ち
て
瀬
音
た
か
ぶ
る
こ
と
も
無

し

生

名

丸

山

香

月

棋
殻
の
実
振
向
く
程
に
黄
の
増
し
て

一
夏
の
築
し
さ
く
れ
し
へ
ち
ま
哉

籾
播
り
て
土
手
で
眺
め
る
遠
花
火

中

角

岡

本

は

つ

え

廃
道
と
な
る
裏
道
に
萩
盛
る

大
花
火
湧
き
出
る
如
く
燃
え
あ
が
る

沼

江

駒

津

光

洋

次
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

T
E
L

二

四
五
八
三

十
一
月
五
日
締
切
短
歌
一
人
一
首

十
二
月
五
日
締
切
川
柳
一
人
一
句

、
f締 あ あ 詩

切 て て 短の
先 先 歌こ�  

p 
横 ・み

瀬智ち
中
角

つ
れ
も
十俳豊川短中�  
一 句 田 柳 歌 田 �  

月一 ヤ 柳霊
十一人一明人人ェス

日句 句首

行楽ご
 
j¥ケ


ー
堆
肥
の
名
称

「
ゅ
う
き
の
里
」
に
決
定
|

町
の
施
設
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
堆
肥
の
名
称
を
、
応

櫓
田
の
シ

ン

生

名

石

田

白

萩 

農村環境改善センターから

町民菊花展とお茶会及ひ、

文芸作品展について

勝浦町農村環境改善センター開設� 5周年記念行

事のひとつとして計画しました菊の展示を中心と

した作品展は� 9月から� 10月にかけての高気温に

より菊の開花がおくれたために皆様に大変ご迷惑を

おかけしましたが，下記日程に変更させていただ

きます。

異常気象の中で非常なご苦労をなさって育てら

れた見事な菊や，裏千家流，石州流の皆さんのお

点前によるお茶をお楽しみください。

なお，岡清美氏ご夫妻のレリーフ(浮彫)及びチ

ギリ絵の作品展は，都合により新聞折込でご案内

の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

J
A
勝
浦
郡

・
四
国
発
酵
微
研

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
ゆうきの里

MUS04
スタンプ



F 浄化槽は正しく管理をしましょう 。 可
 
(
浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
)

1.水はきちんと流してくだ

さし、。

洗浄水量は� 1日1人につ

き約50.eが目やすです。使用

の都度きちんと流すように心

がけてください。

2.便器の掃除はぬるま湯で

行い，塩酸等の劇薬や洗浄

剤，洗剤等は使わないでく

ださい。

便器を掃除するとき，洗浄

剤，洗剤等を使いますと ，浄

野苛 


組喧
 

5.

な

浄化槽の上にものを置か

いでください。� 通

、、ー� ン口議
x 0 

割引 
  

i 
‘『ーー『時ー一ーーーーーーーー~

応型

  

，、・、，.'、・、， 0'、・、， 0'、・、・r、・、J・，、・、，~、・、， 0'、・、，~、~-・、，~‘・、J・'ー、・、，~、・、~-、、，~旬、・、，~、・、~'、.、..-、‘、， 0-、・、， 0'、・、， 0-、・、， 0'、・、4・ F、"、， 0'、・、，・F、.、， 0'、・、， 0'、.、，~、・、， 0-、・、， 0-、・、， 0'、・、-~、・、/、・、，0'、・、，~、・、， 0'、・、，開，、・、-~、・、J・p、・、， 0'、・、， 0-、・、， 0-、・、，~、・、， 0'、・、， 0-、.、ー

6.浄化槽の上に建造物をつ

くらないでください。

最近は土地の高層利用化の 副主
傾向から，通路の下，車庫の

下，斜面，地下室などに設置する例があります。

このような設置には後の保守点検，汚泥抜きに

支障をきたしますので十分な注意が必要です。

7.通気装置はふさがないで


ください。

化槽内の大切な微生物が死ん

とくに腐敗タ ンク方式の浄
でしまいますので，十分注意

してください。

3.専用のトイレットペーパ

ーを使ってください。

新聞紙，タノfコの吸いがら，

紙おむつなどの異物は絶対に

流さないでください。� 

4 .各装置の電源は勝手に切

らないでください。

化槽は、自然通気しておりま

すので空気の出入りをふさが

ないようi宝意してください。� 

8 .消毒薬が切れないように

注意してください。

消毒薬は定期的に補給し，

切れることのないよう注意 し

てください。� 

9.故障や異常が発生した場

合は，直ちに保守点検業者

に連絡し処置してください。� 

い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
希

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
浄
化
を

望
さ
れ
る
方
は
、
十

一
月
三
十
日
附

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
家
を
新
築
さ
れ
る
方
‘
水

洗
便
所
に
改
善
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、

補
助
金
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
槽
の
区
分
ご
と
に
限
度
額
が
あ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
に

り
ま
す
。
人
槽
の
区
分
に
よ
る
補
助

つ
い
て
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

金
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

せ
は
、
環
境
衛
生
謀 

(
宮
二
|
二
五

一
こ

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
は
た
ら
き

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生

活
雑
排
水 

(台
所
や
風
呂
場
か
ら
の

排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。

四� 

合併処理拶佑槽の

補助制度について

(別表)人槽の区分による補助金額

平
成
七
年
度
、
平
成
八
年
度
に
お

申

し

込

み

人槽区分 補助金額 �  

5 人 槽� 309，000円� 

.6"'"'7人槽�  463，000円� 

8"'"'10人槽�  824，000円� 

11."'"'20人槽�  1，854，000円� 

21"'"'30人槽�  3，296，000円� 

31"'"'50人槽�  4，326，000円

MUS04
テキストボックス
合併処理浄化槽の補助制度について

MUS04
スタンプ
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11月 8自体)� 

11月29日体)
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い (問�  ⑤ ④ ③ ② ① いにな
ま 二 いなしらで 絡知子 取広れ要 の き野い て防り
す|合おくかい捕くの犬野り報家と 犬 後 散 ま 犬 の 犬 ご 止 ま
。二 わ 、だじまかだ方を犬日ででなを始歩すと犬は協すす
五せ犬さめすくさは生がにお飼 っ捨末は 。しがつ力る 。
ー はにい電 。器い、ん住持知えたて 等 っ て捕なをた犬
一 、関 。話ご の �  o ;f.，'でみ つ らな場な、な 処かいわめに�  
) 役す し希借 手い って せい 合いマい 分くで願によ
で場る て望し 数るい来し場や 。ナで ささ飼い 、る
又環ご 取の出 で場ててて合小飼�  l行 せれうし次被
け境意 り方し す所いくいは犬 いをい てた 。まの 客
付衛見 にはを がをただる 、が犬守 、 い場放す点を
け生 、 お、行 ごごりさ引毎生がるフ た合し 。に未
て課お 越あ っ 連存 、 い き 月 ま不 。ン だ 、飼 っ妖

回

ポ
イ
捨
て
、
生
活
排
水
な
ど
に
よ
り
、
の
場

つ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
ラ
ブ

必
ず
し
も
美
し

い

流

れ

は

守

ら

れ

て

リ

パ

�

 推
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

捨
て
る
ゴ
ミ
で
も
生
か
せ
ば
資
源

あき缶を出すときは，次のことに注意してくだ

さp。

⑨必ず指定された日に，指定された袋で出してく

ださい。

⑨アル ミ缶と スチール缶を分別して ください。

⑨ ビンゃからつなど，缶以外の物は

⑨ あき缶には，スチール ・アルミの

表示があります。

分別するときに確認してください。

⑨缶の中の水分や異物は取り除いて� 

ん
山
や
田
園
。
そ

の

中

央

を

ゆ

る

や

の

町

内

一
斉
清
掃
や
、
年
聞
を
通
じ

か
に
流
れ
る
勝
浦
川
。
私
た
ち
の
生
て
の
護
岸
や
河
川
敷
の
草
刈
り
、
合

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
勝
浦
の
宝
併
処
理
槽
設
置
の
推
進
な
ど
に
積
極

で

す

。

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

し
か
し
、
廃

棄

物

等

の

増

加

や

河

河

川
空
間
の
快
適
な
環
境
づ
く
り

川
敷
へ
の
あ
き
カ
ン
・
あ
き
ピ
ン
の
に
よ

っ
て
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
、
ぎ

勝
浦
川
写
真
展
開
催


緑
深
き
山
々
、
す
ば
ら
し
き
み
か
勝
浦
町
に
・
お
い
て
も
、
町
民
参
加

平
成

7
年
度
ラ
ブ
リ
バ
�
 

~月あき缶回収日程表


回収日 地区 場 所

第

月

曜

日

(6日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中角

。

桜 建 さ面き又凡 事 務 所

I召 江 集 乙:z=-入 戸庁

控ト� ιノコ、 集 会 ‘ 所 前
J A 生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場」二 り口�  )

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェ ン ス 横

第

月
曜
日

(13日)

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェ ンス横

運動場入口(小屋 の横)

川 口氏宅の貯蔵庫前

;南 防 三ロ士口 所 横� 

第

月

曜

日

(20日)

生名

ク

久国

棚里子
。

イシ

東 キホ 庵

島 豆 腐屋 さ ん前

久 国 集� dZLZ 所 裏

河 )11敷ゲートボール土器+黄

パ チンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

(27日)

イシ

イシ

イシ

横瀬

。

。

与川内

坂本

前� )11 集� izkz 所

勝浦郡農協本所

広 瀬 宅 東

小 倉 新平宅前 三 文 路

!日 農 協 跡 地

勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

消 防 圭ロ士口 所 横

日

時

什

月

�

 
2
日

1
日
日
�
 8
時
却
分

1
げ
時

場
所
勝
浦
町
環
境
改
養
セ
ン
タ
ー

「
勝
浦
川
写
真
展
」
を
聞
き
ま
す
。

ー
今
月
の
あ
き
缶
分
別
回
収
日
|

推
進
事
業

l

{ えいるつ�  
1た犬人か犬�  
(土暴ががれに�  
(合人増た追�  
tに に 加 り い �  
/はかししか�  
) 、みててけ

)飼 つい埜ら
う 、きま寄れ�  
1主 、すをた

み
ん
な
で

犬
害
の
な
い
町
に

不用犬の

引き取り日� 

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

(の 被。受り

;責 害特け 、 尺~ 
.任 をにでか�  r~て 1 
j と与飼いみ /、咽慣ら~j

MUS04
テキストボックス
勝浦川を町の宝に

MUS04
スタンプ
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11fA17HY 

8tkl1a:Cil1金

回

11月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日� H翠 内 丹t、~ 受付時 間 場 所 女ナ 象 者 持参するもの他� 

9 :30-11:00 坂本集会所�  
自主 {主 民 健康手帳6 月 健 康 本目 日英

13:30-15:00 久国集会所

8 水 ポリオ生ワクチン投与� 13:30-15:30 
農村環境改善� 

センター

-生後� 3 -18月
• 90月未満でまだ� 2回終了し
ていない子

母子手帳� 
予診票
予防接種手帳� 

9 木 健 康 キ自 さPdZ日き c 
9 :30-11:00 中山集会所�  

自主 住 民 健康手帳� 
13:30-15:00 与川内公会堂� 

10 金� 3 歳児健康診査�  13:30-l4:00 
農村環境改善� 
センター

H 4. 6 . 1-H 5. 10. 31 
までに生まれた子

母子手帳
問診票�  

13 月
9 :30-11:00 中角集会所�  

自生 住 民 健康手帳健 康 本目 言炎� 13:30-15:00 星谷集会所

14 火� 13:30-15:00 沼江集会所�  

17 金 乳児 健康診査�  13:30-l4:30 勝浦病院�  
H 7. 3. 1-9. 30までに
生まれた子� 

母子手帳

20 月 {建 康 中目 吾ロ火5κ 

9 :30-11:00 山西集会所�  
自主� f主 民 健康手帳� 

13:30-15:00 石原集会所

22 水� 
百日咳，ジフテリア，破傷風

コ 種混合予防接種�  
13:30-15:30 

農村環境改善� 

センター

生後� 3-90月
• 1期初回…生後� 3-12月ま� 
では� 3回接種

• 1期追加…� 1期初回接種後
12-18月後に� 1回接種� 

母子手帳

予診票

予防接種手帳� 

24 金� 1歳� 6か月児健康診査� 13:30-14:00 勝浦病院�  
H 6. 3. 1-5 . 31までに
生まれた子

母子手帳
問診票

健 康 中目 さきa火.k 10:00-11:30 勝浦会館 一 自主 住 民 健康手帳� 

29 水
股 関節脱臼検診�  14:00-14:30 

農村環境改善� 
センター

H 7. 4. 1-9 . 30までに
生まれた子

母子手帳� 

基本診査， 婦人がん検診日程表

期 問 平成 7 年 10月 2 日~"月 30 日

基本診査が受診
できる医療機関

赤岩医院 湯浅医院 山西医院 勝浦病院

時 間
月 ・火 ・木 ・金は
午後� 6時30分まで
水 ・土は午前中

月・火・木 ・金は

午後� 5時まで
水・土は午後3時まで

月~土
ただし午前中
のみ

水・木の午後

内� n廿匂

身体測定，尿検査，血圧測定，心電図検査
血液検査 (コ レステロール，中性脂肪，肝機能，貧瓜1.血糖，腎機能)
眼底検査(目券浦病院のみ)

婦人がん検診が
受診できる医療
機関

山西医院(子宮，乳腺)

基本診査の時間と同じ

勝j鳶病院(手UI皐)

*-・木・金(ただし，木は午後のみ)

料 金

基本診査……無料 子宮がん検診・…・ ，1 11・頚音� 500円
乳腺一…600円 11頚音 とf ，2 11本音� 200円
(ただし満70歳以上の方及び市附民税非諜税世帯の方は無料です。)
受診の際お申し出ください。

基
本
診
査
、
婦
人
が
ん
検
診
が

町
内
の
医
療
機
関
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

成
人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
検
診
で
す
。
今
年
度
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

MUS04
テキストボックス
HEALTHY　LIFE　みんなの健康

MUS04
スタンプ
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158 44.2 47.8 52.0 56.6 61. 
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154 45.8 49.7 54.5 59.8 65.0 
158 48.0 52.1 57.2 62.7 68.1 
162 50.3 54.7 59.9 65.7 71. 
|印 52.7 57. 3 62. 8鎚� 9 
1m553 001 659 72.2 A5 

s
n

O
O

.、- 唱、~r竃/句~ 

rδ獄防な吋� 
4 、~一一一-.，-プ 

rmfhif⑪ 

6 
家系に肥満，脳卒中� r;ム
心臓病がある~+T'Q ，I点

f¥  

逃見一サ一
る

》
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T
wh
 Y

 

月
口
日
は
全
国
糖
尿
病
週
間

万
人
と
さ

れ
て
お
り
、
患
者
数
で
は
高
血
圧
、
歯
や
歯
周
疾
患
に

つ
い
で
多
い
病
気
で
す
。
糖
尿
病
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
特
に
男
女
と
も
年
齢
が
高
く
な
る
と
患
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

糖
分
は
、
食
物
か
ら
体
内
に
取
り


込
ま
れ
、
一
部
は
そ
の
ま
ま
エ
ネ
ル


ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
、
残
り
は


肝
臓
に
取
り
込
ま
れ
る
な
ど
体
内
に

蓄
積
さ
れ
、
尿
に
出
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

女糖尿病になりやすいタイプとは� 

6点以上は

要注意� 

東京慈恵会医科大学
健康医学センヲー ev⑪
池田章豊雄教授による 砂糖や脂肪の多い食品を好んで食べる

会話2 一 ~t&o 
重が矯えて@2f Lぷゎ円札⑪

......‘
ρ 

のどが乾く� 

Tf¥-司邑

兵広三豆

おできが治りにくい� 

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
防
ぐ
生
活
習
慣

-
暴
飲
、
暴
食
は
さ
け


ま
し
ょ
う


-
適
度
な
運
動
を
し
ま


'レょ・つ

-
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な


い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う


.
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た


食
事
を
し
て
、
野
菜
を


十
分
食
べ
ま
し
ょ
う

沼

弘一

L

r--、
JE足の

lじん
U
M
J
a

つ、
ν
J
U
4Vh

' 閉
じ
デ
」、、、

ク

お
.

1へト
¥
�
 

リ
�
 

F
A
 

( /ハぺ� 11 
長すぎぎみ ぎみすぎ� 

¥ コ r

⑧ に� j 
〈初
歳
代
〉

〈
ぬ
歳
代
〉

〈
切
歳
代
〉

Jあなたの肥満度をチェ� 

身やせやせ
ふつう

太り太り

⑧ 

重
封
切

休
九
刊
�
 

(crn)島長!日

70 

4014 I 
74.9 I 

160 47.9 4 55.6 1.5 
1倒� 50.2 53.9 弘� 363. 1 67.8 

印� 2 64.6

168 52.6 56.5 .1邸1 1.6 
172 55.1 59.2 64.0 69.3 74.4 
1m 578 620 571 72.7 AO 

71.0 

一幅
(40歳代〉� 

180 印� 5 65.0 70.4 76.2 
一州
�
 ω
�
 

(cm)身長l印� 

401 

円
月

8
日


山
山
市
↓

争
九

口一
つ
一

く日

開十

8 1.8 
切� .316050.153.9 問。5 5 3.6 

164 52.1 日� 1ω9 66.1 1 1.7 
168 54.2 58.4 63.3印� 7 74.0 

2 3.6 
172 56.4ω7 65. 9 71.5 76. 9 
176 58.7 飽� 5 74.4 旬。� 

1 65.7 1.lω6 
2 3. 160 49.3 5 

71.3 77.4 3 3.8 
57.8 62. 9 67. 9 

164 52.0 56.1 61.0缶、� 4 6 1.7 
168 54.8 59. 1臼� 3 70.0 75.6 
172 57.8 62. 4 67.9 73.9 7虫7 
176 61.0 65.8 71.6 77.9 84.1 
1ω64.3 69.4 75. 5 82. 2 88.7 

糖
原
病
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
原
に
糖
が
出
る
病

気
で
す
。
元
々
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
甘
い
尿
が
多
く
出

る
と
い
う
意
昧
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
糖
尿
病
の
患
者
数
は
約
一

糖
尿
病
は
、
こ
の
調
整
を
行
っ

て
い
る
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
牒

臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
病
気

で
、
糖
の
微
妙
な
調
整
が
で
き
な
い

た
め
、
血
液
中
の
糖
は
食
後
急
に
高

く
な
り
、
そ
の
後
急
に
減
少
す
る
な

ど
非
常
に
不
安
定
な
状
態
と
な
り
ま

す。
ま
た
、
治
療
を
行
わ
ず
に
放
置
す

る
と
合
併
症
と
し
て
脳
卒
中
、
心
臓

や
腎
臓
の
病
気
及
び
眼
の
病
気
を
ひ

き
お
こ
し
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
規
則
正
し
い
食
生
活
と
運

動
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
た
適
切
な

治
療
に
よ
っ
て
病
気
の
進
行
や
合
併

症
を
防
ぐ
よ
う
に
す
れ
ば
普
通
の
人

と
閉
じ
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
糖
尿
病
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
と
規
則
正
し
い
日
常
の
健
康
管
理

が
大
切
で
す
。

糖
尿
病
を
防
ぐ
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
ら
に
気
を
配
り
日
常
生
活

太
り
す
、
ぎ
は
糖
尿
病
だ
け
で
な
く

高
血
圧
、
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
が
出

や
す
く
な
り
ま
す
。
健
康
管
理
の
た

め
肥
満
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

ょ'フ。� 

回

MUS04
テキストボックス
保健婦だより　
11月6日～11月12日は全国糖尿病週間

MUS04
テキストボックス
糖尿病のサインを見逃さないで

MUS04
テキストボックス
あなたの肥満度をチェックしてください
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国.iJ1 JjjJ111 事iJJJ jjJJ JJJJJ事2JJJj111 ::言言:

A ぶ略)

; 坂本神田 爽 爽� { 

E喜E72E原軍事~.~~.... 

E盈彊E語草壷~
、
¥ー

ずf

骨折


て2430

-E書己哲'þI'~温・ S与を~J"lJ~坦置
・1jJ7~F. Mil'}i司;l'.:i(~"1I温・

①冷蔵庫には乳製品を (牛車L、チーズ、
ヨーグルト程度は備えたい).
②台所に力 jレンウムを常備する(スキ
ムミル7、干しワカメ、ごま、高野豆
腐などをストッフし、日々の車ヰE里に必

壷う)入. 
③おやつはナ� yツ類を(アーモンド、?� 

Jレミ、ピーナッツなどをおやつに，舌周).
③お，酉のおつまみにも力ルシウムを
(いわしのみりん干L、オイルサーデ
ン、チーズなど).
⑤骨ごと食べられる魚料理を� (小あじ
のから婦げなど).
⑥魚のすり身料理を(すり身lこすれば
小骨を食べられるもの)。
①滋味を加えた料理を(吸収しづらい

-医iJJ喧喧函，】，~司~:::田昌三ヨ匝f'~・~W.JI・

カルシウム.胃酸の苦手泌を助ける酢や ②ビタミン� Dを多 くとる(ピ?ミン� Dは肝臓で� .... 
レモンを使った一品を).
③野菜を多( (妙めたり、ゆでたり、
鯛理の工夫で置を多〈とるように)。

これらの食品にはカルシウムがいっ

ぱ い。栄養のバランスを考えながら、

できるだけ積極的にとるようにしま

しょう 。

①毎回、� 1本以上の牛坑を(カルシウムの自練 加齢による骨量の変化
傾取量は� l日600mg.200叫の牛乳を� l本飲めば、
その� 3介の� 1がと れる) .最大骨量

活性化され、級収されにくいカルシウム吸収を� 1.'. 
助ける.しいたけ、卵賞、パ7一、牛乳、レバ
一、魚の干物など)。

男性� 

回

知って実行すれば 道端技ぷ副長引

骨粗しよう症もとわくt忘れ� 
; 住所世帯主氏名被保険者名�  ; 

高齢化社会を迎え，骨の“軽石化"現象ともいえる

骨粗しよう症が急増。あなたは大丈夫?� 

③小魚、を使った万能中りかけをいつ� b ③ リンをとり過I!ない(リンをとり過ぎるとカ
食卓に(煮干しをこっ祈りにして、フ ルシウムと結びつき、排，世されてしまう。リンの

ライパンでからいりし、包丁で組〈刻 骨がよろこぶ食品目たち.〆� 多い食品は、加工食品、インスタント食品など).

んでか勺、すり鉢力、ミ キサーで粉末に ④お，酉を飲み過ぎない(過度なお酒はカルシウ 40 50 60 70 

する。それに、いりごま、資のり、か ムの吸収を妨げ、ビタミン Dの働きを抑える) 孝 雄 �  a 鰻 歳
。 歳 量 簸

つお節、塩少々をまぜて味を整える).

国保税は，被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは，職;l:~健康伺墳をやめたとき，あるいは他の市区町すから転入して住み始めたときなどです。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
知って実行すれば骨粗しょう症もこわくない
健康優良家庭で県知事表彰

MUS04
テキストボックス
カルシウムを豊富に含んだ食品
骨粗しょう症予防の３つのポイント

MUS04
スタンプ
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九
月
三
十
日
回
、
鴻
ノ
池
陸
上
競

技
場
で
の
開
会
式
を
終
え
た
勝
浦
綱

引
ク
ラ
ブ
は
、
大
会
二
日
目
か
ら
の

競
技
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

邸
ス
ボ
レ
ク
奈
良

男
女
混
合
綱
引
き
大
会


グ

進

出

|

r¥ 

l

〆ー¥� 

A aGOo 

土
品
?
し
ょ
~
。

・

..、.
. . 

.... 
. 

. 


O

ー
勝
浦
綱
引
ク
ラ
ブ
決
勝
リ

リ
ー
グ
へ
進
み
ま
し
た
。

ス
ポ
レ
ク
は
、
い
ろ
い
ろ
の
競
技

が
年
令
別
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
も
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
種
目
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

翌
三
日
目
は
、
秋
田
、
新
潟
、
香
川
、

対
戦
と
な
り
、
各
チ
ー
ム
大
熱
戦
の

な
か
、

奈
良
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
出
場
不
可
能
な
主

力
選
手
が
で
る
な
か
、
善
戦
は
い
た

し
ま
し
た
が
、
全
国
の
壁
は
厚
く

一

勝
三
敗
の
成
績
で
全
競
技
を
終
え
ま

し
た
。

ス
ポ
レ
ク
大
会
で
は
順
位
は
決
定

し
ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
と
の
対
戦
で

は、

二
分
三
十
秒
の
大
熱
戦
を
勝
ち

と
り
場
内
の
大
声
援
を
う
け
感
激
い

た
し
ま
し
た
。
選
手
全
員
、
が
全
力
を

出
し
き

っ
た
満
足
感
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

ス
ポ
レ
ク
奈
良
大
会
に
参
加
し
て
、

地
元
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
の
暖
か
い
も
て
な
し
に
接
し
大
変

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

場所小松島中央会館

.キャラクターショー

交通事故相談日

三
勝

一
敗
の
大
健
闘
で
決
勝

チ 
l
ム
と
も
交
流
を
深
め
て
ま
い
り

ド
ロ
ホ
l
に
ご
用
心

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
指
名
手
配

被
疑
者
の
発
見
に
ご
協
力
を
ノ

家
の
戸
締
り
、
車
の
ロ
ッ
ク
等

忘
れ
ず
、
こ
ま
め
に

最
近
、
勝
浦
町
内
に
お
い
て
、
空

き
巣
ね
ら
い
等
の
盗
難
事
件
が
多
発

し
て
お
り
ま
す
。

警
察
も
連
続
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
審
者

の
職
務
質
問
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

県
外
ナ
ン
バ
ー
車
両
で
、
山
中
を

気
付
い
た
点
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
小

さ
な
事
で
も
け

つ
こ
う
で
す
か
ら
最

寄
り
の
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

O

~ 


O

11

・

こ
ん
な
人
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
?

山
中
で
キ
ャ

ン
プ
生
活
を
し
て
い

る
者

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者

で
不
自
然
な
男
女
の
カ

ッ
プ
ル 

走
行
し
て
い
る
者

-
小
松
島
嘗
察
署

(O
八
八
五
三
)
二 

O

宮 

交通事故のご相談は
相談センターヘ(無料)

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター -日時 月27日(月)
徳島市西船場町1-14明治生命徳島ビル6階

電話� 0886-22-5279 

・専門の相談員が親身になってご相談に応じます0

・時間午前10時から午後4時まで

相談日 月曜から金曜 (受付時間午後3時まで)

午前9時30分~午後4時40分 ・相談員 藤本浩
・弁護士相談日 毎月第� 1・3水曜日 午後，� a寺~~4 時 

・・. ・..・-

11

|11

月は国民年金制度 ~/ v 株険フミスタ執彬� 

推進月間です。� 女日時 11月23日休)勤労感謝の日� AMl0:00-醐� 4:00 

徳島県では11月を「国民年金制度推進月 貴場所 アスティとくしま
間」と定めて，年金の理解，認識をより深 〈主な内容〉

ご家族みな

さんでおこし

ください。

・特別ゲスト(タレント)によるトークショーめていただくため県民のみなさんに年金制

度の周知を行っていきます。
アーによるゴ守ルフレッスンこの機会に，暮らしの中の『年金J につ

.チャレンジコーナーいて考えてみてはいかがでしょうか。
・保険・年金ウルトラクイズ

「明日のあなたを考えて……
.年金相談 ・健康相談

年金はあなたが.主人公で、す」� 
.体力測定

月6日-11月12日は「年金週間」です この他にも，楽しい企画がい っぱいです。

回

MUS04
テキストボックス
スポレクなら　95

MUS04
テキストボックス
95　スポレク奈良　男女混合綱引き大会
勝浦綱引クラブ決勝リーグ進出

MUS04
テキストボックス
国民年金から　とくしま年金・保険フェスタ開催
11月は国民年金制度推進月間です

MUS04
スタンプ
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大
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字
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江
勢
田
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ヱ
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釘
歳
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ω( 

第一

-
内
容

・

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

倉
橋
久
晴
さ
ん
(
久
国
)

石
倉
弘
和
さ
ん 
(横
瀬
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
日
時

平
成
七
年
十
一
月
二
十
六
日
間

九
時
三
十
分 
1
十
四
時
三
十
分

-
場
所 

徳
島
県
立
勝
浦
高
等
学
校

一
回
勝
高
祭
・

園
芸
祭


a
販
売
コ
ー
ナ
ー

野
菜
販
売
(
果

・
葉

・
根
菜
類
・

た
ま
ね
ぎ
苗
)

草
花
販
売
(
シ
ク
ラ
メ
ン 
)

果
樹
苗
木
・
庭
木
販
売

農
業
基
礎
(
ハ
ボ
タ
ン
販
売
)

食
品
販
売 

(お
で
ん

・
カ
レ

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
) l

そ
の
他 

b

研
究
コ
ー
ナ
ー

お
も
し
ろ
科
学
展
(
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ 
l
研
究
)

家
庭
科
展
(
生
徒
作
品
展
示
)

普
通
科
展 

(内
容
未
定
)

そ
の
他

c
人
形
浄
瑠
璃
公
演

(公
演
時
間
十
二
時
1
)

本
校
研
修
会
館

⑩⑨ 
心配ごと相談
-日時 11

11

11

11

l平……りま吋お気軽州


¥』ノ

困

月2日同� 

月10日(金)� 

月17日(創� 

月24日(創

-時間


午前10時~午後 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

11月2日

11月4日

11月6日

11月8日

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所� 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

11月10日

11月⑫日

11月14日

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

2-2555 

2-3027 

2-2555 

11月16日

11月18日

11月20日

11月22日

11月24日

11月⑮日

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

11月28日

11月30日

山西医院�  

勝浦病院�  

2-3027 

2-2555 

夜間救急当番表�  勝浦会館，1月行事

教室名 実 方包 日 時 間

ーコ++工a陶
2 9 16 30 

午後� 7:30~ 
木 木 木 木� 

着付け
10 24 

午後� 8:OO~ 
金 金� 

手芸
2 16 30 

午後� 7:30~ 
木 木 木� 

l 15 22 
午後� 8: OO~踊 り

水 水

生け花� 
6 20 

午後� 8: OO~ 
月 月

俳句�  13 27 
午後� 8:OO~ 

短歌 月 月

字習
10 17 24 

午後� 7: OO~ 
金 金 金

ト一一一

2 16 25 木日韓日は午後� 1時� 

土日祖日は

午後� 611寺30分から� 

大正琴
木 木 土

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせください。� 

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓
勝浦病院臨時職員募集

MUS04
スタンプ




